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平成18年 度　発達教育学系公開講座

◆発達教育学系春季公開講座　　 5月13日(土)13:30～16:00

　 『特別支援教育の現状 と課題一講演と対談一』

　　　 【第一部】講演 「特別支援教育の現状と課題」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 花園大学助教授

　　　 【第二部】対談 「子ども同士のかかわりあいをどう育てるか」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 花園大学助教授

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 本学教授

渡辺　実氏

渡辺　実氏

山上雅子氏

◆初等教育学科公開講座　　12月2日(土)13:30～16:00

　 「子 どもの生活 と体力 ・健康』

　　　 【第一部】「小学生の体力 ・健康の現状」　　　　　　 大阪市立中川小学校教頭　登佐博行氏

　　　 【第二部】「子どものからだの現状と保育 ・教育の課題」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 神戸大学教授　　　　　　岸本　肇氏

◆発達教育学研究科開設記念シンポジウム

　 『教育は今:そ の現状 と改革の可能性』

　　　 【第一部】「子どもの現状と学校」

　　　 【第二部】冂青報化と学校」

　　　 【第三部】「学校改革の可能性」

7月1日(土)13:00～15:15

大阪大学教授

名城大学教授

国立教育政策研究所部長

志水宏吉氏

池田輝政氏

小松郁夫氏
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平成17年 度

大学院家政学研究科(修 士課程)論 文題 目

児　童　学　専　攻

松　原　阿　世

本 谷 　 望

好　井　茉衣子

母子関係における愛着の世代間伝達に関する研究

　一3世 代にわたる養育態度 と内的ワーキングモデルとの関連一

障害児との統合保育に対する意識についての一考察

　一女子大生における向社会性との関連から一

青年女子の養護性形成要因に関する研究

　一保育者としての資質を探る一

平成18年 度

大 学 院 文 学 研 究 科 論 文 題 目

教育学専攻(博 士前期課程)

〈教育学領域〉

追　永　珠　希　　現代日本における児童虐待に対する小学校教員の対応について

　　　　　　　　　　 早期発見とその後のケア

〈臨床心理学領域〉

今 西 美那子

馬 嶋 瑠 子

山 本 麻 耶

脇　坂 幸　代

高機 能広汎性発達障害児 の 自己の捉 え方

児童養護施設入所児お よび被虐待児 の親イメージ:Family　 System　 Testを 用 いて

青年期 ・成人期 における女性の 自我 同一性地位に関す る研 究

　一早期完了型 に着 目して一

第二 の個体化過程 における依存性 の研究

表現文化専攻(修 士課程)

安 藤 裕 子

土 井 涼 子

　 　 　 　 　 ボ　ス　 ト　マ　ニ

譚詩歌曲 《芥子粒夫人》～山田耕筰による、ある融合芸術に関する一考察～

「リズムダンス」の特性を踏まえた発展的指導法の検討
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平成18年 度

文学部教育学科 卒 業 論 文 ・制 作 題 目

初 等 教 育 学 専 攻

学 生 氏 名

青　山　友　香

淺　井　千　沙

荒　井　裕　恵

池　田　奈　美

石　田　明日香

石　田　直　子

磯　邉　千　紘

伊　藤　希　美

伊　藤　　　舞

井　上　飛　鳥

井　上　知　華

岩　畴　千　尋

岩　根　麻　子

上　田　知　佳

遠　藤　　　彩

遠　藤　奈々子

大久保　佑　香

大　澤　宏　子

太　田　　　茜

大　西　由　起

岡　田　絵　里

奥　野　可奈子

小比賀　祥　子

角　正　　　恵

梶　野　有　香

梶　原　みなみ

鐘ヶ江　香　菜

柄　澤　　　舞

川　上　真　澄

川　原　千　穂

規　見　典　子

上　林　祐　香

北　村　枝里子

　　　　　　　　　　 卒 業 論 文 ・ 卒 業 制 作 題 目

異 った導入段階の指導が表現の学習にもた らす影響について

朝食欠食が子 どもたちの心身に及ぼす影響

自由保育の理念か らみた幼稚 園における幼児保育のあり方

子供が輝 く瞬間の発見　一効果的な教師の言葉がけ、働 きかけ一

家庭教育の歴史および現状に関する考察　一その問題点 と今後の課題

道徳教育の変遷とこれからの道徳教育　一学校での道徳教育の重要性一

い じめの現状 と集団作 り　 一 「ピア ・サポー ト」 に注 目して一

書 くことが好 きになる作文指導

これか らの食育を考える

向上心型 自己受容 とあきらめ型 自己受容の本来感との関係について

立体作品 「私の日常空間」

個 に応 じた教育のありかたとは　一一一一一一LD,　ADHDの 子 どもの教育を中心に一

学校における児童虐待防止のための教育

教師と児童の関係性

現代人の社会化能力形成についての考察　一対面コミュニケーシ ョンの重要性一

自己実現に関する教育学的考察　一 自己教育力育成の意義一

「放課後子どもプラン」について　一理想の 「放課後子 どもプラン」を考える一

家庭における道徳教育の重要性　一 目指すべ き道徳教育 とは一

単語の情動性が記憶成績に及ぼす影響

確かな学力を育てる算数授業

子供の心に働 きかける学級通信

いのちを大切にする心を育む遊び 一幼稚園における自然遊びと仲間遊びをもとに一

仕事と家庭の両立支援 を考える　一男性の育児休業を申心に一

問題解決学習で育てる 「生 きる力」 とは　一J.デ ューイの経験主義的教育論を踏 ま

えて一

アニマルセラピーか ら考える学校飼育

ディズニー音楽を教材 とした音楽科の授業展開

自己認知が殺人少年のイメージに与える影響 について

子 どもの自然な歌唱について 一 どな り声の問題に注 目して一

少年犯罪の現状と対策

児童がいきいきする授業　一応答の視点か ら一

小学校教育における遊び活動の重要性　一休み時間を活性化させる特別活動の役割一

小学校における自由研究のあり方

小学校社会科 における人物学習　　 r織田信長」学習で得られる人物への共感的理解一

所属ゼ ミ

(北川.)11口)

　 (表)

(岩槻)

(吉永)

(岩槻)

(田井)

　 (森)

(吉永)

(高桑)

(稲塚)

(黒田)

(田井)

　 (表)

(福永)

(田井)

(田井)

(上田)

(田井)

(広瀬)

(吉永)

(吉永)

(富村)

　 (森)

(田井)

(宮野)

儺 波)

(吉村)

(難波)

(福永)

(吉永)

(富村)

(福永)

(富村)
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金　　　桃　子

楠　　　千　幸

楠　本　裕　子

國　松　菜々子

久　芳　悠　子

倉　本　麻　衣

栗　林　安　澄

此　枝　阿希子

小　林　英里奈

小　山　智　代

近　藤　良　奈

合　田　絢　香

權　田　直　子

坂　井　　　歩

暗　谷　朋　子

Q　山　　　愛

佐々木　香　奈

佐　竹　かおり

左　地　深　幸

進　藤　　　礼

鈴　木　悠　子

須　山　佑里子

高　橋　沙　苗

宅　間　真　美

田　中　ゆかり

田　申　陽　子

玉　lf1朋 　実

土佐野　夕　貴

戸　田　　　綾

百　 　々　　禅

中　澤　さやか

中　田　智　子

中　谷　綾　乃

中　林　裕　惠

申　平　沙　世

永　田　志津香

永　松　久留未

西　尾　麻　子

西　尾　麻衣子

西　尾　優里奈

西　111昌 友子

西　橋　麻　理

卒業論文題目

チャータースクールについて

学校 ・家庭 ・地域の連携

小学校 における 「学級崩壊」の予防と対処

特別支援教育構想の問題点とこれからの在 り方

思いやる心を育む児童会集会活動　一異年齢集団活動を通 して一

不登校児童に対する教師の働 きかけ

昔話の人間形成的意義について

音声言語教育から見る詩吟

大学生の環境配慮行動を規定する要因について

大豆 を通 した子どもへの食教育

不登校児童生徒 に対する小..　 貫教育の意義

特別支援教育における交流教育の意義に関する研究　一京都市の取 り組みに焦点を

あてて一

今 日の教育改革と学校選択制　一 品111区の事例から公立学校のあ り方へ一

豊かな心を育む野外活動　一遠足 ・集団宿泊的行事を通 して一

教育現場におけるIT活 用

生 きる力を育む総合的な学習の時間について

特別支援教育における音楽の可能性　一音楽科の通級を目指 して一

訳語の語源に関する知識が外国語語彙獲得 に与える影響

マザー ・テレサの入 と生涯 に関する考察 一子 どもの心に必要なもの一

作品名:朝 焼け　論文題 目;図 画工作科における鑑賞教育のあり方について

民俗芸能 「遠州大念仏」における起源 と特徴

子 どもの音楽表現活動　一オルフの教育理念に基づいて一

進路決定自己効力と自我同一性

考える力を育てる協同作文の研究

小学校における家庭 との連携の重要性　一学級通信を通 して一

学力格差を乗 り越える 「効果のある学校」の可能性

幼児期の音楽的発達 と表現活動について

生涯学習社会　一学校教育はどう関わっていけるのか一

作品名:Cgntrast論 文題 目:写 真や映像 を取 り入れた図画工作科の教材の研究

豊かな心を育む教科 としての図画工作のあ り方　一素材の研究を通して一

好 ましい人間関係 を築 く学級活動 一学級 目標を実現するための係活動一

対人認知機能障害としての統合失調症に関する研究　～Doll　Locati◎n　Test〈DLT)

を用いて～

女子大学生におけるWEB日 記の利用　一孤独感 との関係か ら一

男女大学生にみる結婚観 と育児観　一キャリアパ ターン意識に注 目して一

スウェーデ ンにおける子育て支援のあり方に関する研究

小学校理科教育 「天体」における授業展開の提案

学童期におけるあそびが及ぼす影響

子 どもの食生活の現状 と健康状態 ・心理状態に及ぼす影響について

豊かな人間性を形成する異年齢集団活動　一伝承遊びを通 して一

女子大学生の孤独感と自我同一性の関連

動物の持つ力 と子どもへの影響

今後の学校施設の在 り方　～学校施設の複合化と番組小学校を素材 として～
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(福永)

(福永)

(表)

(福永)

(富村)

(表)

(田井)

(増田)

(吉村)

(表)

(上田)

(岩槻)

　(森)

(富村)

(上田)

(吉永)

(難波)

(広瀬)

(岩槻)

(山野)

(北川・N[口〉

(難波)

(稲塚)

〈増田)

(富村)

(岩槻)

(難波)

(吉永)

(山野)

(山野)

(富村)

(広瀬)

(松浦)

　(森〉

(岩槻)

按藤近藤)

(田井)

　(表)

(富村)

(稲塚)

(宮野)

(上田)



西　村　美　香

早　川　温　子

林　　　浩　子

東　　　恵理子

福　井　麻　紀

藤　井　真理子

藤　本　咲　絵

星　野　有　香

前　谷　祥　子

前　田　聡　子

増　田　　　綾

松　田　めぐみ

万　野　春　奈

水　落　真梨子

宮　城 真 穂

三　宅　加奈子

宮　越　貴　子

宮　田　麻　美

宮　原　令　子

向　井　未沙子

村　上　雅　子

村　田　さや香

本　井　千　尋

山　岸　由　貴

山　口　公　子

山　下　博　子

山　條　早智子

山　根　麻　未

山　村　智　子

山　本　　　怜

由　上　静　江

横　山　友　香

吉　田　実　加

吉　田　優　子

吉　村　千 穂

若　田　佐和子

寺　西　絵　美

五十嵐　弥　生

発 達 教 育 学 部 紀 要

魅力的な学級づ くりのための学級通信

教育における体罰の意義についての考察

絵画作品 「絵画と心」

発達特性を生かした子供の日記の見方

子 ども達の登下校の安全 と地域 との結びつき

シンボル配置技法 を使った面接における自己開示 とその有用性　‐Doll　Location

Testを 用いて一

家庭教育の変化によるこれからの学校教育の在 り方の一考察

幼児期の家族関係 一Family　 System　 Testに よる母子の家族関係認知の検討一

障害児の余暇活動に関する調査研究

絵画作 品 「Be　Pop、1」`Be　Pop.　III

自然との関わ りを通 した環境教育　～自然を守 るためにで きること～

生 きる力を育む学級活動　一人間関係 を築 く力 を育む話合い活動をもとに一

思いや りを育む遊び活動　一幼児期における保育者のかかわ りを中心に一

自ら学び自ら考える力の育成においての子 どもの学習意欲の向上について

公的自己意識の高い人に見られる2つ の意識 と自尊感情の関連 について

道徳的実践力 を高める道徳の授業づ くりについて

都市景観の保全に関する考察　一 ヨーロッパの都市の在 り方に学ぶ一

知識を生活に生かす力をはぐくむ生活科　一意欲を引 き出す地域に密着 した学習づ

くり一

勤労観 ・職業観を育む小 ・中学校 におけるキャリア教育の動 向と課題

子どもの文化的活動における階層的不平等　一 これか らの学校 が果たす役割とは一

夜型化生活がもたらす幼児の生活習慣

作晶名:hypnosis論 文題 目:「 かわいい」の価値 と美術表現

学校と地域の連携について

子どもたちとインターネットに潜在する危険

男性の育児休業　一三次市役所の両立支援制度を通 して一

今求め られる読解力　～OECD「 生徒の学習到達度調査(PISA>」 か ら考察する～

新 しい教育方法が広まる要因 と背景　～陰山英男と向山洋一か ら考察する～

魅力ある教室づ くり　 一大村はまの研究一

ロバー ト・オウエンの 『性格形成論』からみた入間の発達　一 日本の小学校教育に

対する具体的影響を中心に一

今 日の性教育とこれへのバ ッシング ーその問題点 とあるべ き姿一

現代の家庭での長子に対する父母の役割　一 しつけをするにあた り、理想的な家族

関係を求めて一

総合的な学習の時間を通 して育む学力について

道徳教育の機能と重要性　一大人から子 どもへ伝えるもの一

子 ども向けネチケットサイ トの長所 ・特徴 とその活用法

文字言語 と絵画の融合的表現による世界 を読む　～萩尾望都作品 『バルバ ラ異界』

を通 して～

フィンランドに学ぶ日本の学校教育のあ り方に関する研究

生きることのすばらしさを、子 ども達に伝える　 ～自然体験活動を通 して～

マ ット運動の授業展開についての研究　一導入か ら組み合わせ技の発表にいたる指

導について一

一 」
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(吉永)

(田井)

(黒田)

(吉永)

(福永)

(山上)

(田井)

(山上)

(岩槻)

(黒田)

(宮野)

(富村)

(富村)

(福永)

(松浦)

(安藤・近藤)

(岩槻)

(富村)

(岩槻)

(森)

(高桑)

(山野)

(吉永〉

(高桑)

(表〉

(上田)

(上田)

(吉永)

(田井)

(森)

(田井)

(吉永)

(田井)

(安藤近劇

(黒田)

(岩槻)

(宮野)

(北ル屠口)



卒業論文題目

今　井　麻沙未

岩　下　由　佳

上　浦　春　菜

杉　浦　彩　子

橘　　　真由子

長　野　久美子

永　峯　舞　子

三　鼓　由希子

八　木　弥　生

矢　野　花寿文

山　本　紗　代

吉　川　奈　央

吉　田　三　紀

若　山　祐　子

生きる力を育む運動会のあ り方 一御所南小学校の運動会を通 して一

小学校現場における敬語指導の必要性 とその実態

いじめの解決をはかる異年齢集団活動　一子 どもたちの自己存在感に着 目して一

ティーム ・ティーチ ングの変遷 とわが国の教師文化　一小学校での活用に向けて一

絵画作品 「空間1」 「空間H」 「空聞巫」「空間IV」

表現リズム遊びの学習における発達段階別特徴　一幼児 と小学校低学年児童との比

較一

特別活動 と学級づ くり

地域 における子どもの読書環境の整備 に関する研究

小学校における英語教育

幼稚園における早期教育

学童保育の現状と今後の望ましいあ り方

高齢者による子育て支援

人とかかわる力を育むあそび　一幼稚園教育におけるあそび活動をもとに一

子どもの体力の現状 と課題　～香川県の小学校におけるスポーツテス トの結果をも

とに～

(富村)

(上田)

(富村)

　(森)

(黒田)

(北川州口)

(吉永)

(岩槻 〉

(福永)

　 (表)

　 (表)

　 (表)

(富村)

(⇒ヒ邦卜∫錘口)

音 楽 教 育 学 専 攻

学 生 氏 名

有　馬　菜美子

岩　森　由　美

牛　尾　公　子

大　獄　明日香

奥　田　真理子

小　畑　友　理

加　藤　あゆ子

亀　岡　沙　織

小宇根　知　佐

桜　井　亜沙美

佐々木　　　彩

園　山　沙　織

高　野　栄里子

辻　　　美紗子

中　村　香奈恵

西　尾　可奈子

西　畑　彩　子

福　本　朋　子

前　田　有　希

増　田　真由子

　　　　　　　　　　 卒 業 論 文 ・ 卒 業 制 作 題 目

全 日本吹奏楽 コンクール ・金賞受賞を目指 して　～練習方法 と指導方法から見た考

察～

認知症高齢者の音楽療法に対する検討　～回想効果を中心に～

J.Sバ ッハの ヨハネ受難曲とマタイ受難曲　～ 『成就』 と 『愛』～

総合的な学習の時間に関す る一考察　～地域の特色を生か した表現活動を通して～

セルジュ ・チェリビダッケの音楽哲学　～ 「複製技術」の誕生 と音楽の関わ り～

ドビュッシーとラヴェルの弦楽四重奏 曲

オペラの観客育成について　～啓蒙的活動に関する考察～

1990年 代中後期の大人のピアノブームの要因に関する一考察

THE　 YELLOW　 MQNKEYの 楽曲の傾向を探る

ロシアの作曲家ニコライ ・カプースチンについて　～ 《変奏曲》作品41の 考察～

6人 の作曲家による 《ミニヨン(Kennst　 du　das　Land)》 ～詩と音楽との関係に

ついての一考察～

フーガをいかに捉 えるか　～BWV＄56、861の フーガを例に～

"bl
ast?(ブ ラス ト1)nの 魅力　～20◎6年度 日本公演"blast　II:MIX　 MUSIC　 IN

X-TREME"の 考察より～

広告における聴覚的要素の重要性　～テレビ広告 とインターネット広告の融合～

映像 と音楽の関係性　～ 『となりの トトロ』の考察を通 して～

イサーク ・アルベニスの作風 について　～組曲 《イベリア》第1集 を中心に～

アントニーン ・ドヴォルジャーク　交響曲第9番 《新世界より》の考察　～ 厂ハイ

ァワサの歌」の詩 との関連 を中心に～

カバ レフスキーのピァノ教材 について

リコrダ ー教育における問題点とその考察

世界 を魅了する天使の歌声　～ウィーン少年合唱団の魅力に迫る～

所属ゼミ

(安村)

〈小林)

(秀村)

(小林)

(荒川)

(秀村)

(荒川)

(小林)

(小林)

(安村)

(秀村)

(秀村)

(安村)

(荒川)

(安村)

(秀村)

(安村)

(小林)

(荒JII)

(安村)

一X18一



発 達 教 育 学 部 紀 要

水 野 温 子

三　谷 悠　子

村　川　綾 香

森　　　志保里

森 下　実 季

梁　川　　　恵

山　尾　　　文

山　尾　　　友

山　埜　由紀子

横　山　智　子

アイリッシュ ・ミュージックにおける伝統 と現代

宝塚歌劇 における経営発展の鍵 とは

音のイメージを導 く比喩表現の役割

リトミックを導入 した保育内容 に関する考察

演劇上演 における音に関する考察 ～演劇集団キャラメルボックス"TRUTH"の

公演の分析 を通 じて～

サラ ・ボー ンとエラ ・フィツツジェラル ドの歌唱法の違い

パガニー二の主題による練習曲　～R.シ ューマンとF.リ ス トの作品の比較～

4手 連弾の演奏法の考察

カロル ・シマノフスキの作曲技法の変遷

中学校音楽科における伝統音楽のあり方　～学習指導要領 と教科書を中心 に～

(秀村)

(荒川)

(荒川)

(荒川)

(荒川)

(小林)

(秀村)

(秀村)

(安村)

(小林)
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卒業論文題目

平成18年 度

家 政学部児童学科　卒業論文 ・制作題 目

学 生 氏 名

朝　田　順　子

麻　田　裕　子

東 実穂・井下沢子

・川尻和栄

荒川幸子・岡田紗枝

石　 田　智　子

中町(市 原)愛 子

・河村愛子

一　丸　智　子

井戸田侑子・中村昌代

井上美保・福尾麻梨亜

・南本彩

井上裕可里・杉垣安津子

今　田　沙　織

岩木美香・辻村由香梨

岩本理恵子・久屋佑子

上　原　 も　 も

内　 田　美　香

内　野　美　香

畝　崎　　　望

宇野薫 ・勝本鮎美

江馬城　　　景

近　江　千　紘

大　木　香　織

大　崎　友梨恵

大　野　香　織

岡田麻美・田村菜穂美

奥　村　由香里

小　田　悠記子

鍛　治　加　織

片　山　有希奈

加藤愛子・城阪麻祐子

金　杉　聡　子

　　　　　　　　　　 卒 業 論 文 ・卒 業 制 作 題 目

精神障害者と社会

女子大学生における1日 の総エネルギー消費量と体構成及び体力の関係
"不登校経験者 をきょうだいに持つ大学生女子のパーソナリティ特徴に関する一考察"

子 どもの想像力 を探る　一お話から広がる想像の世界について一

母親の自己受容 と育児不安の関連について

長姉の性格特徴について　一母親の養育態度から一

保育士のス トレス要因 と保育士への支援の検討
"子 どもの遊び場 「公園」 ・ 厂プレーパーク」に関する一考察 一箕面市の取 り組

みから一"

保育室の色環境が子どもの表現に与える影響について

両親の養育態度と青年期女子の共感性 との関連についての一考察

青年期の対人関係か らみる 「居場所」　 一 厂居場所」 における家族 ・友人の役割に

ついて一

鍵ハモ遊び 一鍵盤ハーモニカの可能性を探 って一

京都府 における社会的ひきこもりの実態調査

医療機関におけるチャイル ドシー ト指導について

現代青年の自己受容性 と社会的スキル ・家族機能の関係性 について

寺村輝夫の童話観 に関する考察　一子 どもの 〈共犯者〉としての姿勢一

広汎性発達障害児の家庭学習での取 り組みの事例　一構造化のアイデアを用いて一

被虐待経験克服者のパーソナ リティ特徴に関する一研究　一投影樹木画法 とYG性

格検査 を用いて一

立位姿勢に関する研究　一 自己肯定意識尺度 ・姿勢意識に着目して一

障害を持つ母親に対するサポー トのあ り方

体重計測より求めた1日 の水分出納 と身体状況の関係

京都市の地域制 ・総合制養護学校の現状 と課題

男子大学生の体格および体力における20年 間の変化

冒険遊び場に関する一考察　一プレーリーダーのいる遊び場一

広汎性発達障害 と少年事件　一子 どもを殺す子ども一

子 どもの感情表出と母親の養育態度との関連に関する一・考察
"「コーナー保育」の現状に関する考察　一摂津市立子育て総合支援センターの保育

を中心に一"

コーナー保育の普及に関する問題点 と解決策についての考察

女子大学生の座席選択行動

母親の就労が子の性格 に与える影響について

一120一

所属ゼミ

(野村)

(新矢)

(大辻)

(土田)

(倉本)

(大辻)

(田川)

(棚橋)

(土田)

(大辻)

(廣井)

(深見)

(倉本)

(大野)

(倉本)

(川勝)

(田川)

(大辻)

(大野)

(倉本)

(新矢)

(倉本)

(新矢)

(川勝)

(野村)

(大辻)

(棚橋)

(棚橋)

(大野)

(倉本)



金　田　結　理

川　北　美　幸

川　淵　理　恵

岸　　　晃　子

木　津　優　子

木下菜央・村松直子

小　菅　智　美

児　玉　麻　里

近藤鈴子・筒井優奈

・橋本晴菜

近藤　優・菅原智子

齊　藤　佑　子

作本春奈・志賀美紀

櫻　井　加奈子

笹　瀬　　　妙

佐　藤　由　佳

塩崎聖子・前田亜希

芝　　　暁　見

島　 田　葉　子

白　井　あゆみ

鈴木賀恵・横谷清香

仙　 田　奈緒子

高　澤　宏　美

武　田　奈　々

谷　口　睦　美

田渕由実 ・玉藤圭

田　盛　愛　子

千代香里・松田あすか

圓　谷　佳　子

寺島敦子・樋田　愛

・西本奈月

富川陽香・松木友美

・吉原由香里

土　肥　優　美

内　藤　由　佳

中　西　晴　美

永　井　　　彩

難　波　洋　子

発 達 教 育 学 部 紀 要

企業における仕事 と育児の両立支援のあ りかたについて

キンダーブックの中の小児保健

きょうだいにおける性格の違い

高校生のボランティアと共感性の関連

現代のコミュニケーシ ョンに関する考察　一mixi(ミ クシイ)ユ ーザーのコミュニ

ケーションをもとに一

小学校の特別支援教育における交流教育に対す る教師の意識

現代のNHK幼 児教育番組の傾向に対する考察

幼児の運動能力と土踏 まず形成および姿勢 との関係

アレンジ手遊び　一 キャラクターと共に一

保育系学生の保育に対する意識について　一就職 ・保育実践 ・学習 ・保育実習を中

心に不安の観点か ら考える一

ジェンダー ・アイデンティティと月経観の関係 について

"現代の青年期女子の交友関係における同調 と心理的距離に関する一研究"

アスペルガー症候群児への個別支援の一事例　一環境の改善とソーシャルスキルの

向上を中心に一

ファッションに見る女性像 一 『キンダーブック』を中心に一

思春期の子 どもが抱える心の問題の表出について　一攻撃性 と怒 りの性差の観点か

ら一

子どもの生活 リズムと食生活の関連性について
"地域における子 ども会活動の役割 一京都女子大学ユネスコクラブを中心 に一"

絵本の特徴 とビデオ化の功罪　一 ビデオ絵本について考える一

現代未婚青年層の結婚観に関する一考察　一アダル ト・チル ドレンを生み出さない

ために一

エ レク トーンを保育の現場に

家庭および園が望む食育に関する一考察

幼児期における土踏まず形成 と姿勢の関係
"青年期における罪悪感とその原因としての親子関係 との関連について"

赤ちゃん絵本 とは何か　一 「赤ちゃん絵本」の概念とその実態一

パネルシアターの可能性 一子 どもたちと作る歌を用いたパネルシアター一

女子大学生の 厂ふれ合い恐怖的心性」について

「音つけ絵本」　 一絵本の新たな魅力を探る一

しかけ絵本の研究

幼児画の発達研究　一オース トラリアと日本での人物画比較一

やさしいリトミック　 ～ピアノが苦手な保育者への提案～

長新太の絵本の魅力

スリングに関する研究　一その背景と今後の支援のあり方一

地域における子育て支援の必要性 と課題について　一地域子育て支援センター職員

への聞 き取 り調査 を通 して一

怒 りの抑制が攻撃性に与える影響について　一いい子の非行に関する一考察一

「サザエ さん」に見る昭和の子 どもの生活
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(倉本)

(大野)

(倉本)

(田川)

(廣井)

(倉本)

(棚橋)

(新矢)

(深見)

(田川)

(大野)

(大辻)

(田川)

(棚橋)

(廣井)

(川勝)

(棚橋)

(川勝)

(廣井)

(深見)

(倉本)

(新矢)

(大辻)

(川勝)

(深見)

(倉本)

(深見)

(川勝)

(土田)

(深見)

(川勝)

(川勝)

(廣井)

(廣井)

(川勝)



西　内　沙　織

西　河　美彩子

西出恵美・益田亮子

・村田周子

西　村　典　子

西村由佳・森　郁恵

野　田　秋　絵

林　田　尚　子

原　　　奈緒美

春　摘　理　奈

久　松　悦　子

平　田　え　 り

平田裕子・藤田清香

・松岡唯

星 　 　菜穂美

三 浦 　 　梓

溝 口 　 　礼

満 村 　 　愛

三宅菜穂 ・向平知絵

椋 本 真由子

南 　 　絵 里

森 田 尚 子

柳 川 ちひろ

山 内 恵美子

吉 田 由美夏

和　田　真　美

中　村　朋　美

福　地　理　沙

増　田　佳　世

小　林　恭　子

竹　久　裕　美

原　村　留　美

卒業論文題目

幼児の問題行動の特性理解 と支援方法　一実習生への調査をもとに一

子 どもと母親の嗜好および性格 と肥満の関連についての研究

院内保育における入院児の兄弟姉妹支援 についての研究

現代の恋愛観について
"日本 における遊 びの変化 と 「ボー ドゲーム」の重要性 一 ドイッとの比較を通

して一"

"家庭における読書環境が及ぼす影響についての一考察　一読み語 りの視点か ら一"

投影樹木画法 におけるネグレク ト指標 としての地平線と根に関する一研究

女子大学生の自閉症児(者)へ の態度に関する研究　一態度 と向社会性 ・知識との

関連一
"適応障害を持つ子どもの非言語行動 一スノーボードキャンプの効果測定の試み一"

スキンケア用品の含有成分による保湿効果の違い

児童 自立支援施設における小舎夫婦制の役割　一施設職員のインタビューをもとに一

幼児教育における絵手紙活動の提案 と実践

出生順位 と母親に対する愛着 との関連性　一動的家族描画法を用いて一

子どもの指 しゃぶ りに対する母親の意識調査

本学女子大学生における食生活および睡眠が体格 ・体力に及ぼす影響

一人っ子の性格特性に関する研究　一非一人っ子 と比較 して一

保育現場における人形劇活動　一丹下進の人形劇を中心に一

母親の育児ス トレスについての一考察　一夫の協力の重要性を中心に一

絵から読み取 る幼児の家族像 一動的家族画(KFD)に よる一考察一

絵本選びにおける一考察

子ども靴の現状 をとらえる　一子 どもの足の健康 と正 しい靴選び一

母親の養育態度と青年期のパーソナリティ、特に強迫傾向 との関連について

共依存 と対人援助職の関連　一保育士 ・幼稚園教諭志望の女子大学生の共依存傾向

について一

女子大学生の母娘関係　一娘の進路決定というライフイベ ントに着目して一

青年期の心理的自立に関する一考察

絵本の読み聞かせに対する家庭の意識と環境
"「よい子」のパーソナリティ特徴について"

子どもの英語教育に関する一考察

大学生のアパ シー傾向に関する研究　一 関連する諸要因の検討一
"絵本 『シンデレラ(灰 かぶ り)』に関する一考察　一ペロー とグリムの比較を中

心に一"
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第1条 　本誌は,京 都女子大学発達教育学部の研究活動,及 びそれに関連する情報を発表することを目的

　　　 とし,年 一回発行する。

第2条 　本誌は,本 規定第3条 に挙げる諸領域 に関する研究論文,研 究報告,評 論,書 評,及 び発達教育

　　　学部の教育研究活動に関する情報,そ の他 を掲載する。

第3条 　研究論文等の掲載は,教 育学,児 童学s心 理学,学 校教育学,芸 術,そ の他の領域 ごとに一括 し

　　　て行 う。

第4条 　本誌への投稿資格は,次 のとお りとする。

　　　(1)京 都女子大学発達教育学部専任教員,及 び短期大学部初等教育学科専任教員。

　　　②　上記専任教員を論文の共著者とした研究分担者。

　　　③　その他,編 集委員会が特に認めた者。

第5条 　投稿原稿の採否は,編 集委員会によって決定する。

第6条 刷 り上が り10頁を超えるもの,及 び原稿印翩に関して特に費用を要す るものは,執 筆者の負担 と

　　　する場合がある。

第7条 執筆者に対 しては,抜 き刷 り30部を贈呈する。それを超える部分については実費負担 とする。

第8条 　投稿 された論文等の複写権及び公衆送信権は,原 則 として京都女子大学発達教育学部に帰属する

　　　 ものとする。ただ し著作者が,事 前に申し出た上で自己の論文等を利用することは差 し支えない。
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